
〈第218号》日発行

発行所

富山県魚津市役所

編集発行人高瀬普一郎

〈毎月 1日発行〉

納
税
貯
蓄
組
合
を
つ
く
り

昭和 39年 10月 1

計

画

的

な

納

税

を

明
る
い
ゆ
た
か
な
郷
土
の
建
設
に
、

市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
税
は
、
こ
う
し
た
事
業
の
財

源
と
し
て
大
き
な
役
割
を
し
め
て
お

り、
.ぜ
ひ
と
も
予
定
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
確
保
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
な
わ
け

で
す
。税

金
は
、
ど
の
税
金
に
よ
ら
ず
忘
れ

や
す
く
納
め
に
く
い
も
の
で
す
が
、
う

っ
か
り
忘
れ
て
い
た
た
め
に
思
わ
ぬ
不

利
益
を
受
け
た
り
、
不
快
を
感
じ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
ま
ず
納
税
の
計
画
性
を
確
実

に
た
て
る
こ
と
で
す
が
、
そ
う
し
た
納

税
の
準
備
を
団
体
の
カ
で
、
納
期
内
に

税
金
を
納
め
よ
う
と
い
う
の
が

「
納
税

貯
蓄
組
合
」
な
の
で
す
。

報広市

町
内
や
部
落
単
位
で
つ
く
ら
れ
る

津

こ
の
組
合
は
、
町
内
会
や
部
落
会
単

位
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
納

税
の
方
法
や
奨
励
金
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
貯
蓄
と
納
税
の
方
法

納
付
書
は
会
長
宛
一
抗
し
て
送
付
し

魚

ま
す
が
、
貯
蓄
金
額
や
納
税
の
方
法

は
別
に
制
限
が
な
く
、
納
期
内
に
納

め
て
い
た
だ
け
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

マ
納
税
奨
励
金

納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ

た
税
に
は
納
税
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

そ
の
奨
励
金
は

〈
設
立
奨
励
金

V

納
税
義
務
者
1
人

に
つ
き
却
円
(
1
回
限
り
)

八
納
付
書
取
扱
手
数
料

V

納
付
書
1

通
に
つ
き
2
円

八
納
額
奨
励
金

V

全
世
帯
加
入
で
納

期
内
に
百
%
納
付
さ
れ
た
場
合
は
税

額
の
4
%
(
1
万
円
に
4
百
円
の
割

合〉現
在
ま
で
市
内
に
設
け
ら
れ
た
納
税

貯
蓄
組
合
の
数
は
百
臼
で
、
組
合
員
数

は
6
千
9
百
名
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

納
税
額
は
、

9
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
全
市
の
刊
%
の
方
が
加
入
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
自
主
納
税
へ
の

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
の
な
か
に
は
、
設
立
し
て

叩
年
以
上
の
も
の
が
8
組
合
も
あ
り
、

補

充

選

挙

人

名

簿

の

登
録
申
出
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

選
拳
人
名
簿
に
名
前
が
張
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
選
挙
権
を
行
使
で
き
な
い

こ
と
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

mv一
こ

の
選
挙
人
名
簿
に
は
、
何
年
9
月

日
誌

一
日
日
現
在
で
つ
く
る
基
本
選
挙
人
名
簿

月
吻

一
と
選
挙
ご
と
に
つ
く
る
補
充
選
挙
人
名

刊
仰

一簿
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

加
制

一

い
ま
ま
で
補
充
名
簿
は
選
挙
が
あ
る

和
3
一
た
び
に
、
新
た
に
選
挙
機
が

つ
い
た
人

昭
第

一

/
t
一
阜
、
、
登
録
も
れ
の
人
、
当
市
に
ひ
き
つ

一づ
き

3
か
月
以
上
住
所
を
有
す
る
も
の

一
を
登
録
申
請
に
よ
っ
て
つ
く
る
こ
と
に

一
な
っ
て
お
り
主
し
た
の

一

と
こ
ろ
が
こ
の
登
録
刀
法
が
少
し
か

わ
一

わ
っ
て
叩
月
1
日
か
ら
い
つ
で
も
蛍
録

(

一申
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
白

こ
れ
は
、
選
挙
人
の
た
め
利
仰
を
は

か
る
と
と
も
に
、
そ
の
調
製
の
正
確
を

期
す
る
目
的
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
方
法
は
、

八
登
録
の
申
出
が
で
き
る
人

V

・
当
市
に
住
所
を
有
し
て
満
別
才
に
達

し
た
も
の
。

-
満
州
ω
才
以
上
で
当
市
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

八
登
録
申
出
の
方
法

V

本
人
が
印
章
を
お
持
ち
の
う
え
、
市

役
所
の
窓
口
に
あ
る

「
補
充
選
挙
人

名
簿
登
録
申
出
書
」

に
記
入
し
て
申

し
で
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
が
都
合
の
思
い
場
合
は

同
居
し
て
い
る
親
放
、
ま
た
は
そ
の

世
帯
を
管
理
す
る
も
の
が
申
出
で
き

ま
す
。

魚 津 市 友 道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 71人

死亡 22人

婚姻 15組

離婚

組
合
員
に
思
恵
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
自
分
た
ち
の
納
め
た
税
金
で
、

奨
励
金
を
積
み
た
て
、
組
合
の
運
営
費

や
レ
ク
リ
ェ
1
シ
ョ
ン
の
費
用
に
あ
て

る
な
ど
有
効
に
使
っ
て
お
ら
れ
る
町
内

や
部
落
が
相
当
あ
り
ま
す
。

納
税
組
合
の
な
い
町
内
会
や
部
落
会

で
は
、
み
ん
な
で
相
談
さ
れ
て
、
組
合

を
つ
く
り
、
自
主
納
税
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
懇
談

会
を
ひ
ら
か
れ
る
と
き
は
、
係
員
を
出

向
か
せ
ま
す
か
ら
税
務
課
へ
ど
連
絡
く

だ
さ
い
。

八
こ
れ
か
ら
の
納
税
ご
案
内
V

10 
月

市
県
民
税
3
期

国
民
健
康
保
険
税
2
期

固
定
資
産
税
3
期

国
民
健
康
保
険
税
3
期

市
県
民
税
4
期

固
定
資
産
税
4
期

国
民
健
康
保
険
税
4
期

12 
月

2 1 
月月

交
通
事
故
を
念
く

L
ょ
う

日
月
叩
日
は
交
通
事
故
を
な
く
す
る

日
で
す
の
お
互
い
に
注
意
し
て
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
高
い
交
通
道
徳
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
か
ざ
り
ま
し
ょ
う
。

自

転

車

(J) 

正

し

い

乗

り

方

で
は
次
に
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い

て
平
素
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

こ

と
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

-
道
路
で
練
習
し
な
い
。

・
乗
る
前
に
プ
レ
ー

キ
、
プ
ザ
l
、
ベ

ル
、
前
照
灯
な
ど
を
点
検
す
る
。

-
自
分
の
か
ら
だ
に
あ
っ
た
自
転
車
に

市

美

術

展

ひ

ら

く

ふ

る

っ
て

ご

出

品

を

芸
術
の
秩
を
飾
る
第
4
田
市
美
術
展

は、

日
月
6
日
か
ら

8
固
ま
で
3
日
間

市
民
会
館
お
よ
び
図
書
館
を
会
場
に
し

て
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

出
品
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
出
品
者
H
本
市
在
住
者
お
よ
び
出
身

者
で
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
。

マ
会
場

一

般

の
部
H
市
民
会
館

教
育
の
部
日
図
書
館

マ
区
分

・
一
般
の
部

1
部
H
日
本
画
2
部
日
洋
画
(
油

絵
、
水
彩
画
、
版
画
〉

3
部

u
彫

刻
4
部
日
工
芸

5
部
H
脅

6

部
H
写
真

7
部
H
華
道

-
教
育
の
部

図
画
、

書
道
、
工
作
、
写
真

マ
点
数
日
1
人
2
点
以
内

一

マ
規
格
H
日
本
画
、
洋
画
は
額
を
含
め

一

て
巾
2
メ
1
ト

w
以
内
。
彫
刻
、
工

一

芸
は
制
限
な
し
。
警
は
額
ま
た
は
枠

一

張
で
巾
1
メ
ー
ト
ル
以
内
。
写
真
は

一

組
写
真
を
除
外
し
4
つ
切
以
上
、
ヵ

一

ラ
1
は
プ
リ
ン
ト
と
し
て

6
つ
切
以

一

'ト」
0

・

申
込
み
は
Mm
日
ま
で

マ
申
込
み
H
出
品
申
込
み
は
川
月
引
け
日

正
午
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
へ。

マ
搬
入
H
出
品
作
品
は
所
定
の
出
品
票

を
は
り
、
け
月
5
日
正
午
か
ら
午
後

4
時
ま
で
に
一

般
の
部
は
市
民
会
館

へ
、
教
育
の
部
は
図
脅
館
へ
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
搬
出
H
入
選
、
選
外
を
と
わ
ず
日
月

8
日
午
後
4
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

に
会
場
よ
り
鍬
出
す
る
も
の
と
し
ま

す。

マ
表
彰
H

一
般
の
部
は
市
長
賞

(
7
点

以
内
)
市
芸
術
協
会
長
賞
ハ
7
点

以
内
U

そ
の
ほ
か
協
質
賞
、
ま
た
教

育
の
部
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

市

県

民

税

第
3
期
一

国
民
健
康
保
険
税
一

第

2
期

納

期

は

叩

月

幻

日

で

す

。

一

乗
る
0

・
道
路
の
左
は
し
を
通
行
す
る
。

(
2

台
以
上
横
に
並
ん
で
通
行
し
て
は
い

け
な
い
〉

-
手
の
合
図
を
は
っ
き
り
す
る
。

-
交
き
点
で
は
徐
行
し
、
右
大
回
り
を

す
る

・
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る

と
き
は
、

徐
行
す
る
か
一
時
停
り
、

左
右
の
安
全
を
確
め
て
か
ら
進
む
0

.
交
さ
点
道
路
の
ま
が
り
角
な
ど
徐
行

の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
追
越

し
を
し
な
い
0

・
交
さ
点
や
踏
切
の
手
前
で
、
停
っ
て

い
る
車
の
聞
に
割
り
こ
ん
だ
り
、
そ

の
前
を
横
切
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な

盛
大
に
グ
ラ
ン
ド
び
ら
き

市
内
八
千
谷
地
内
に
建
設
中
の
市
営

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
9
月
初
め
に
陸

上
競
技
場
が
完
成
し
、

6
日
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
び
ら
き
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

関
係
者
約
百
名
が
集
り
落
成
式
を
あ

げ
、
市
長
が
直
線
走
路
の
ゴ
l

b

y

に
設

け
た
紅
白
の
テ
1
プ
に
は
さ
み
を
い
れ

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
第
山
田
富
山
県
ク

ラ
プ
対
抗
陸
上
競
技
大
会
が
晴
天
の
も

と
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

(
写
真
H
紅
白
の
テ
1
プ
を
切
る
市

長
)

住民登録調査の結果

住民草録の一斉調査は、7月25日現在で実

施しましたが、その世帯数と人口は次のよう

になっています。
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苛t

下 1II ，Wi

t也

、L
V

・
2
人
乗
り
、
手
放
し
な
ど
危
い
乗
り

方
を
し
な
い
。

・
雨
の
日
や
雪
の
日

に
は
と
く
に
注
意

す
る
。
傘
を
さ
し

て
自
転
車
に
乗
っ

て
は
い
け
な
い
。

多レ

市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
よ
う
に
川

行
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、

m月
初

川

固
ま
で
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
川

入
し
、
秘
書
人
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
川

さ
い
。

マ
受
験
資
格

川

・
学
力
H
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
学
川

校
数
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
川

度
の
学
力
を
要
し
ま
す
。

-
年
令
日
昭
和
叩
年
4
月
2
日
か
ら
昭
川

和
幻
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

川

も

の

川

・
性
別
H
男
子
の
み

川

マ

試

験

区

分

川

事
務
、
技
術
職
員

若

干

名

マ
試
験

第
1
次
試
験
日
け
月
上
旬

第

2

次

試

験

日

日

月

下

旬

川

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
秘
書
人
川

事
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

3
ト
ン
積
み

…

ゴ
ミ
収
集
車
購
入

町

こ
の
ほ
ど
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
ロ
1
ド
川

.
パ
ッ
カ
1
1
台
を
2
百
万
円
で
購
入
川

し
ま
し
た
。
こ
の
車
は
積
載
量
3
ト
ン

川

ゴ
ミ
を
圧
縮
し
て
つ
め
こ
む
こ
と
が
で
川

き
、
こ
の

6
月
に
入
っ
た
車
よ
り
ひ
と
川

ま
わ
り
大
き
い
も
の
で
す
。
や
は
り
オ
川

ル
ゴ
ー
ル
付
で
、
ゴ
ミ
集
め
の
際
に
は
川

か
か
わ
い
い
さ
か
な
や
さ
ん
H

の
メ
ロ
州

デ
イ
を
流
し
て
巡
回
す
る
こ
と
に
な
っ
州

て
い
ま
す
。

州

写
真
H
購
入
し
た
ロ
ー
ド

・
パ
ッ
カ

1
川

市
職
員
採
用
試
験

1212!?1221;;;;? 

7871 1.5721 1.8031 3.375 

6121 6681 1.280 
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3961 1.0541 1.0141 2.068 
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狂
犬
病
予
防
注
射

と

登

録

昭
和
泊
年
度
第
2
回
の
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
次
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す
。
生
後
叩
日
以
上
の
犬

を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
近
く
の
場

所
で
登
録
と
注
射
を
す
ま
せ
て
く
だ

大』い。

。
当
日
は
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

犬
に
な
れ
た
人
が
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

。
料
金

(
一
頭
に
つ
き〉

注
射
料
百
日
円
、
注
射
済
票
交
付

手
数
料
釦
円
、
登
録
料
3
百
円
。

マ
叩
月
8
H
N
魚
津
保
健
所

ハ午
前

9
時
叩
分
1
午
後
4
時
〉

巡
回
更
生
相
談
会

精
神
薄
弱
者
や
精
神
障
害
者
で
、
遠

隔
地
の
た
め
相
談
の
機
会
に
恵
ま
れ
な

い
方
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
柑
談
会
を

ひ
ら
き
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
や
知
人
の
ご
相
談
も
い
た
し
ま
ず

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
の
内
容

・
精
神
薄
弱
者
の
更
生
相
談
お
よ
び
判

定
・
所
得
税
の
精
神
薄
弱
者
、
障
害
者
控

除
お
よ
び
入
院
費
な
ど
の
経
済
相
談

・
職
業
訓
練
、
生
活
指
導
施
設
の
入
所

お
よ
び
治
療
、
入
院
相
談

・
家
庭
で
の
教
育
、
生
活
相
談

・
福
祉
年
金
廃
疾
認
定
診
断
な
ど

と

き
叩
月
日
日

午
前
叩
附
か
ら
午
後
3
附

と

こ

ろ

小
川
寺
心
建
坊

な
お
重
度
精
神
簿
弱
児
の
診
断
お
よ

び
判
定
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



て
請
求
権
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す。
次
の
こ
と
を
も
う
い
ち
ど
た
し
か
め

て
、
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
る

場
合
に

は
、
市
民
課
年
金
係
へ
叩
月
引
日
ま
で

に
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
老
令
福
祉
年
金

明
治
引
年
日
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
。
(
昭
和
M
何
年
日
月
1
日
で
満

刊
才
に
な
っ
た
人
)

マ
障
害
福
祉
年
金

・
目
や
耳
が
悪
い
と
か
、
身
体
の
自
由

が
き
か
な
い
な
ど
重
度
の
障
害
者
。

脈
硬
化
な
ど
老
年
期
精
神
病
、

精
神

ま
た
加
才
前
に
初
診
日
の
あ
る
傷
病

的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
な
ど
。

た
が
加
才
に
な
っ
た
後
、
国
民
年
金
法

だ
し
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
か

ら

神

経

「

1
扱
」
の
傷
病
の
状
態
に
な
っ
た

症
、
精
神
薄
弱
、
性
格
異
常
は
除
か
も
の
。

れ
ま
す

0

・
昭
和
例
年
日
月

1
日
に
お
い
て
す
で

八
廃
疾
認
定
日

V

に
1
級
の
状
態
に
あ
る
も
の
。

ハ
満

視
聴
覚
、
肢
体
障
害
の
場
合
、
病

状

加

才

以

上

)

が
は
っ
き
り
固
定
す
る
ま
で
支
給
対

・
昭
和
制
年
日
月

1
日
か
ら
お
年

3
月

象
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
障
害

引
日
ま
で

1
級
の
状
態
に
な
っ
た
も

の
原
因
に
な
る
傷
病
が
医
師
の
診
断

の
。
(
却
才
以
上
刊
才
未
満
〉

を
受
け
た
日
か
ら
3
年
を
す
ぎ
た
日

・
昭
和
初
年

3
月
引
日
以
前
に
初
診
日

の
状
態
が
、
前
の
病
状
に
該
当
す
れ

の

あ

る

傷

病

が

お

年
4
月
1
日
以
後

ば
年
金
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

に
1
級
の
状
態
に
な
っ
た
も
の
。

ー

I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

ハ
加
才
以
上
刊
才
未
満
)

刊

月

中

に

繍

求

し

な

い

と

・

昭
和
初
年

4
月
1
日
以
後
に
傷
病
の

初
診
日
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

時

効

に

な

る

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

福

祉

年

金

一
一
間
刊
は
げ
ま
せ
ん

o

た
だ
し

昭
和
M
何
年
刊
月
1
日
現
在
、
福
祉
年
日
以
前
に
生
ま
れ

¥礼

金
の
受
給
資
格
が
あ
り
な
が
ら
い
ま
ま
た
方
は
、
国
民
年

も

川
限

で
受
給
手
続
を
と
ら
ず
そ
の
ま
ま
に

し

金

に

加

入
し
て
い
二
ド
町
勅
べ

て
い
る
人
は
、
こ
と
し
の
叩
月
引
日
で
な
く
て
も
さ
し
つ

L
I
-
-//

受
給
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

，

福
祉
年
金
に
は
、
老
令、

障
害
、
母
国

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1・

子
、
準
母
子
の
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す

一

9
月
介
ま
で
の
国
民
年
金
の
印
一

が
、
こ
れ
ら
年
金
を
受
け
る
権
利
は
事

一
紙
納
付
は
す
み
ま
し
た
か
。

未
納
一

白
が
お
き
て
か
ら
5
年
間
請
求
し
な
い

一
の
方
は
で
き
る
だ
け
早
〈
納
め
ま
一

で
放
っ
て
お
き
ま
す
と
、
時
効
に
ょ
っ

一
し
よ
う
。

一

(2) 

家
mn'
努
'L

ふ
札
守

awa
，O〆必

r

，s

緩
い
務
務
吻
mm
考
一
仁
る

障
害
福
祉
年
金
を
支
給

(昭和押9月13日)
第 3種郵便物認可/

国民年金

‘""""""""'''1<‘ 

い
ま
ま
で
、
円
が
見
え
な
い
、
耳
が
き
こ
え
な
い
、
あ

る
い
は
身
体
が
不
自
由
と
い
う
外
部
障
害
者
に
支
給
さ
れ

て
い
た
福
祉
年
金
は
、
満
加
才
以
上
で
、
精
神
、
結
核
障

害
お
よ
び
非
結
核
性
呼
吸
器
疾
患
な
ど
の
内
部
障
害
の
あ

る
方
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
年
金
は
、

9
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

事
務

の
つ
ご
う
で
実
際
に
年
金
が

受
け
と
れ
る
の
は
、

来
年
1
月
に
な
り

ま
す
。年

金
の
対
象
と
な
る
障
害
は
、
次
の

と
お
り
で
す
か
ら
、
該
当
す
る
方
は
、

く
わ
し
い
こ
と
を
市
民
課
年
金
係
へ
お

問
合
せ
の
う
え
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ

、
。

'U
 

報

対

象

こ
れ
ら
の
障
害
は
、
い
ず
れ
も
自
分

の
能
力
だ
け
で
は
日
常
生
活
が
営
め
な

い
程
度
の
重
い
状
態
の
ひ
と
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

マ
結
核
障
害

肺
結
核
、
結
核
性
せ
き
ず
い

カ
リ
エ

ス
、
そ
の
他
の
結
核
性
疾
患
に
よ
る

身
体
の
機
能
の
障
害
者
。

マ
非
結
核
性
呼
吸
器
疾
患

結
核
性
で
な
い
も
の
で
、
慢
性
気
管

支
炎
、
け
い
肺
病
、
高
度
の
ぜ
ん
そ

く
な
ど
。

マ
精
神
障
害
者

精
神
分
裂
症
、
そ
う
う
つ
症
、
て
ん

か
ん
、
脳
外
傷
、
脳
疾
患
内
分
泌
、

中
毒

ハ
ア
戸
コ
ー

ル
中
毒
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
な
ど
〉
、
脳
梅
毒
、
脳
動

広市津魚日発行

5s.a.-・
1
日
日
k
b
t
h
t
m-N
…

ぐ
.
仲
町
.
，
四
回
同
・
v
u酬
刷
山
中
出
倒
閣
b
n

-一合
連
立
釘
河
川
、
2
ミ
-指
弾
遣

い
た
ず
ら
で
損
傷

£
)
爪
H

さ
れ
た
宮
津
霊

園

』

g
H
V

の
墓

j
h峠
4

!

私
が
所
有
し
て
い
る
墓
は
、
宮

n
津
霊
園
に
あ
る
が
、
最
近
、
墓

に
石
を
投
げ
、
花
立
や
墓
石
に

7
か

所
ば
か
り
傷
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
付
近
の
子
供
か
、

小
中
学
生

の
い
た
ず
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
墓
地
内
の

2
、

3
か
所

に
注
意
の
立
看
板
を
立
て
る
な
ど
し

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
起
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
。

(
村
木

一
住
民
)

昭和 39年 10月 1(第218号〉

管
理
不
行
届
き
の
た
め
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
ま
こ

と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
主
管
課

(建
設
課
)
で
は
、
た
び
た
び
繁
闘

答

内
を
み
て
ま
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
清

掃
等
の
管
理
人
を
設
け
て
お
り
ま
す

が
、
一

日
中
巡
視
す
る
わ
け
に
も
ま

い
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
点
ご
容
謝

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
い
た
ず
ら
を
す

る
も
の
は
、
付
近
に
人
の
い
な
い
と

き
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
申
し
で

の
墓
石
損
傷
に
つ
い
て
は
、
大
人
の

す
る
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
各
小
中
学
校
を
通
じ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

マ
:
・な
お
、
こ
の
い
た
ず
ら
の
ほ
か

に
霊
園
内
の
植
樹
を
引
き
ぬ
い
た
り

枝
を
折
っ
た
り
、
あ
る
い
は
照
明
灯

の
電
球
や
水
道
栓
を
こ
わ
し
た
り
、

数
限
り
な
く
損
害
を
受
け
て
い
る
状

態
で
す
。
せ
っ
か
く
り
っ

ぱ
に
で
き

あ
が
っ
た
霊
園
を
、
祖
先
の
安
住
の

地
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
い
た
ず
ら

防
止
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

'11111，"，1111，"'. 

精
神
薄
弱
児
の
生
活

向
上
に
役
立
て
る
た

め、

9
月
1
日
か
ら
重

度
精
神
薄
弱
児
に
扶
養

手
当
の
制
度
が
で
き
ま

し
た
。こ

れ
は
加
才
未
満
で

あ
っ
て
、
精
神
の
発
達

が
お
く
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
生
活
の
う
え

に
い
つ
も
介
助
を
必
要

と
す
る
程
度
に
あ
る
児

童
の
め
ん
ど
う
を
見
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金

な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
除
か
れ
ま
す
し
、

児
童
の
父
母
ま
た
は
養

育
者
が
前
年
に
加
万
円

(
児
童
1
人
に
つ
き

3
万
円
を
加
算
)

を
こ
え
る
所
得
が
あ
っ
た
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

「 童精薄児に扶養手当「
」一一 該 当者は申請を一一--'

市
民
会
館
の

7
t
9
月
利
用
状
況
な

ら
び
に
使
用
料
収
入
な
ど
に
'つ
い
て
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
会
館
の

7
j
9
月
の

3
ヶ
月
間

の
利
用
状
況
は
、

大
ホ
l
b
y
包
囲
(
昨

年
同
期
は
幻
回
〉

結

婚

式

場

ロ
回

(
h
v
6
回
V

集
会
室
百
幻
回
(
。
百

刊
回
〉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の

4
J
9
月
の
市
民
会
館
会

場
使
用
料
収
入
は
百
円
万

4
千
円
で
昨

年
同
期
よ
り
も
刊
万

2
千
円
増
収
と
な

市
民
会
館
利
用
状
況

防衛大学生など募集

防衛庁では防衛大生などを次のように募集

しています。お申込みの方法ゃくわしいこと

は市民課市民相談室へお問合せください。

防衛大学生

[>資格=高校卒業 〈見込〉の満18才-21才米

満の男子、身長155センチメ ート1レ以上、

視力 0・8以上または裸眼視力 0・6以上で

矯正視力 1・0以上

[>第 1次試験=11月6日、7日〈筆記〉

じ〉第 2次試験=12月 3日、 4日〈口述、身体

検査〉

[>受付期間=10月31日まで

航空学生

[>資格=高校卒業 〈見込〉の満18才以上20才
未満の男子、身長158センチメ {トル以上

視力 1・0以上

[>第 1次試験=11月22日〈筆記試験、適性検

査〉

P第2次試験=12月中旬のうち 1日〈口述、

航空身体検査〉

[>受付期間=11月20日まで

看護学生

[>資格=高校卒業 〈見込〉の満18才以上22才
未満の女子、身長150センチメ ートル以上

視力 0・6以上または練視力 0・1以上で矯

正視力 0・8以上

[>第 1次試験=11月15日〈筆記試験〉

b第 2次試験=11月29日 〈口述、身体検査〉

[>受付期間=11月10日まで

なお 2等陸海空士自衛官の募集は常時受付

けていますo

っ
て
い
ま
す
。
一
方
歳
出
は

2
百
羽
万

9
千
円
(
人
件
費
、
事
業
費
、
ピ
ア
ノ

購
入
費
)
で
す
。

-

な
お
お
年
度
の
決
算
額
に
よ
る
会
場

一

使
用
料
収
入
は
百
刊
万

4
千
円、

歳
出
一

は
5
百
4
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

市
民
会
館
の
利
用
者
は
毎
年
ふ
え
て
一

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
い
っ

そ
う
施
設

一

9
月
内
日
か
ら
の
「
と
し
よ
り
の
縞
ま
ず
、
市
内
の
白
才
以
上
の
老
人
に

を
充
実
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
一
祉
週
間
」

に
あ
た
り
社
会
福
祉
事
務
所
一
対
し
、
映
画
館
の
ご
協
力
で
優
待
券
を

で
、
催
し
も
の
や
諸
会
合
に
気
軽
る
に
一
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
と
一
配
り
ま
し
た
。

ま
た
市
菓
子
工
業
組
合

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
ま
ち
し
て
い
一
し
よ
り
に
木
杯
な
ど
を
贈
り
激
励
し
ま
一
か
ら
邸
才
以
上
の
老
人
に
紅
白
ま
ん
じ

ま
す
。

一
し
た
。

一
ゅ
う
一
箱
ず
つ
あ
た
た
か
い
贈
り
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

げ
日
に
は
満
開
才
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
行
名
の
老
人
の
家
庭
を
訪
問
し
、

県
知
事
か
ら
贈
ら
れ
た
銀
杯
、
お
祝
い

の
彰
状
を
伝
達
し
、
ま
た
叩
才
に
達
し

た
8
名
に
対
し
木
杯
と
彰
状
を
贈
り
ま

し
た
。

同
日
に
は
老
人
ホ
l

ム
を
訪
問
し
、

市
内
か
ら
入
所
し
て
い
る
ロ
名
に
ま
ん

じ
ゅ
う
と
金
一
封
を
贈
り
ま
し
た
。

M

∞
才
以
上
の
長
寿
者
は
次
の
と
お
り

聖火リレーのリハーサル

オリンピック東京大会は、同のI刊にせまっ

てきました。 オリンピック聖火は10月 1日に

富山県入りをし、 2日に当市を通過します

が、そのリ ハ{サ Jレが去る22日にありまし

た。この日はあいにくの雨でしたが、選ばれ

た各ランナ戸は本番にそなえて真けんに練習

をしました。

〈写真=北電前の聖火ひきつぎ練習〉

八
巡
回
児
童
相
談
所
開
設

V

重
度
精
神
簿
弱
児
の
総
合
判
定
の
た

め
、
巡
回
児
童
相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
ず

か
ら
該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

'

と

お

C

日
月
日
日

午
前
叩
時
か
ら
午
後

3
時

と
こ
ろ
滑
川
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
お
当
日
は
、
精
神
科
医
診
断
、
児

童
相
談
所
判
定
な
ど
も
い
た
し
ま
す
。

長

寿

沿

め

で

と

う

ー

福

祉

週

間

に

木

杯

な

ど

お

く

る

l

き

る

手
当
の
額
は
、
児
童

1
人
に
つ
き
1
一

か
月

1
千
円
で
す
が
、
手
当
を
受
け
よ
一
片
貝
川
流
域
の

う
と
す
る
方
は
、
日
月
引
日
ま
で
請
求
一

書
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

一

保

安

林

伐

採

面

積

す
。
請
求
書
に
は
診
断
書
と
児
童
相
談

一

所
判
定
書
な
ど
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

用
紙
は
社
会
福
祉
事
務
所
ハ
旧
普
察

庁
舎
内
)
に
あ
り
ま
す
。

合
4
山

保
安
林
は
、
そ
の
保
護
を
は
か
る
目

的
で
認
可
を
得
な
け
れ
ば
伐
採
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
片
貝
川
流
域
の
保

安
林
の
伐
採
面
積
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
今
年
中
に
水
源

か
ん
養
保
安
林
百

8
・
刊
ヘ
ク
タ
ー
ル
'

土
砂
流
失
防
備
保
安
林
幻

・
間
ヘ
ク
タ

ー
ル
ま
で
は
保
安
林
の
立
木
を
伐
採
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
伐
採
さ
れ
る
と
き
は
、
林
業
改

良
指
導
員
に
連
絡
く
だ
さ
っ
て
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特ρ

産H

品 /1

日

月

幻

日

市
内
の
物
産
を
紹
介
し
、
そ
の
販
路

の
拡
張
を
は
か
る
と
と
も
に
、
技
術
の

研
究
、
品
質
の
改
良
を
目
的
に
第
2
回

特
産
品
展
示
会
を
行
な
い
ま
す。

ま
た
会
期
中
は
即
売
も
し
て
お
り
ま

ず
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
期
間

叩
月
刊
ω
日
か
ら
お
日
ま
で

3
日
間

(午
前
川
時

i
午
後
5
時
〉

マ
第
1
会

場

市

民
会
館

県
民
手
帳
を
ど
う
ぞ

富
山
県
統
計
協
会
で
は
、

1
9

6
5
年
版
「
宮
山
県
民
手
帳
」
を

発
行
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
叩
月
日
日
ま
で
市
役
所
総

務
課
ま
た
は
連
絡
所
へ
お
申
し
こ

み
く
だ
さ
い
。

マ

価
格

H
m円

マ マ
ハ柳 ニ 江作関 90松ハ緩訪郎浜吉水(大助清 88
神原 次〉(口才 山北智町(田 町口仏 11崎( 水才
明 ト 郎 大て の さ山つ)諏定〉い 田 ち吉幸ハ
町キ♀米海 い高あ〉よ 訪次 さ)よ島次米

宮沢寺ハ令" ~ 71由町郎官 o "''-./郎 芳
翁思は野天者島 小 東本)(川 新鳥北
木 る)神尻坂 小 い南亀$切 鬼飛浜の
〉辻 ( 野 )介路 と金町次 て江弾経高

て道高新 一V"三〉郎大い)次回令
木い坂 三 '-./ " 下津 ( 橋( 助 )者
τ ( ) つ 本清村さ板八タ新尾(
ふ青 よ馬 江河木と倉代キ町崎村伊

島谷ハ場 〉ふ町ハ要町(〉さ木東
る)越本元 じ〉 諏 次〉住と )佐

マだ 方いで 設住
ちり申申さはます中宅大
のま込込い 10す 円で 隣海
上す書方つ月のそす ) 寺
申かは法 15で の が に 野
込ら建 日入 入、市地
み米 設 ま居居 12営内
く穀課 でを者月住ハ
だ通管 お希をに宅上
さ帳理 申望募完 16野
いを係 込さ集成戸方
。おに みれし予を市
持あ くるて定建営

展 H

らュ
λ』、 H

25 
日 _，d、 H

Zミ H

台、

ま

で

展
示
品
川
建
具
、
漆
器
、
仏
壇
、
経

木
、
水
産
加
工
品
、
菓
子

観
光
み
や
げ
、
刃
物

マ
第
2
会

場

図

書

館

展
示
品
H
家
具

寄

イす

叩

万

円

本

江

三
栄
小
坂
商
事
株
式
会
社

社
長

小
坂

宏

和

ハ
亡
父
介
一
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

1
万

3
千

円

諏

訪

町
大
西
喜
久
松

(
亡
父
文
作
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円

住

吉

船

崎

裕

輔

ハ
亡
父
伊
作
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円

住

吉

松

谷

弘

史

(
亡
父
甚
蔵
殿
の
・遺
志
に
よ
る
〉

3
百
円

西

部
中
学

3
年

匿

名

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

労
働
者
募
集
人
は

「従
事
者
証
」
を

も

っ

て

い

ま

す

最
近
、
労
働
者
の
不
足
に
と
も
な
い

事
業
主
な
ど
の
不
当
な
募
集
行
為
が
い

ち
じ
る
し
く
な
り
、
い
ろ
ん
な
被
害
が

お
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職
業

安
定
機
関
で
は
、
労
働
者
募
集
を
希
望

す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
所
定
の
手
続

に
よ
る
許
可
を
受
け
た
労
働
者
募
集
を

行
な
う
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
労
働
者
募
集
要
領
を
改
正
し
、
許

可
を
受
け
た
事
業
所
の
募
集
人
と
、
無

許
可
の
も
の
と
区
別
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
で
、
募
集
の
お
誘

い
を
受
け
た
場
合
は
、
安
定
所
の
認
め

た
「
募
集
従
事
者
証
」

の
手
帳
を
み
せ

て
い
た
だ
き
、
提
示
し
な
い
も
の
か
ら

勧
誘
を
う
け
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ

な
い
よ
ろ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
)

市

営

住

宅

入
居
者
を
募
集

簡

易

保

険

百
万
円
引
き
あ
げ

記
念
新
加
入
運
動

郵
便
局
で
は
簡
易
保
険
の
加
入
を
ひ

ろ
く
す
す
め
て
、
国
民
生
活
の
安
全
充

実
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の

成
長
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
保
険
金

百
万
円
引
き
あ
げ
記
念
新
加
入
運
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
期
間
は

9
月

日
日
か
ら
ロ
月
日
日
ま
で
で
す
。
こ
の

機
会
に
簡
易
保
険
に
加
入
し
、
提
か
な

暮
し
を
ご
計
画
く
だ
さ
い
。

l
O
l
 

「
百
万
円
の
ご
用
意
に
郵
傾
局
の
簡
易

保
険
」

「
一
口
で
家
族
全
部
に
保
険
が
つ
く
家

族
保
険
」

「
安
い
掛
金
で

3
倍
保
障
の
あ
る
ク
ロ

ー
バ
ー
保
険
」

「
の
び
ゆ
く
わ
が
子
に
簡
易
保
険
」

ハ
魚
津
郵
便
局
)


